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基本的な考え方

高齢者 障害者等の移動困難者を含めた• 高齢者・障害者等の移動困難者を含めた
多様な特性を有する全ての人々が、地域多 す 、
で「住む」、「働く」、「憩う」といった日常生
活活動の 環として 多様な外出活動機活活動の一環として、多様な外出活動機
会へ安全・安心・快適に参加できる選択肢
を、より公平に提供するための交通ｼｽﾃﾑ
の一つの つ。
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基本的な考え方

十分なﾓﾋﾞﾘﾃｨとｱｸｾｼﾋﾞﾘﾃｨを提供すること• 十分なﾓﾋ ﾘﾃｨとｱｸｾｼﾋ ﾘﾃｨを提供すること。

– ﾓﾋﾞﾘﾃｨ：個人の移動のしやすさ・自由度。身体ﾓﾋ ﾘﾃｨ 個人の移動のしやすさ 自由度。身体
的条件、経済的条件、地理的条件、立地条件、
制度的条件によって異なる制度的条件によって異なる。

– ｱｸｾｼﾋﾞﾘﾃｨ：（交通の本源的需要である活動に
参加するため ）活動機会 ｸ やす参加するための）活動機会へのｱｸｾｽのしやす
さ。
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交通ﾈｯﾄﾜｰｸと活動機会移動軌跡

4活動ｽｹｼﾞｭｰﾙ



ﾏﾙﾁﾓｰﾀﾞﾙ、ｲﾝﾀｰﾓｰﾀﾞﾙの視点

ﾏﾙﾁﾓ ﾀﾞﾙ 複数の交通手段の選択肢を提• ﾏﾙﾁﾓｰﾀ ﾙ：複数の交通手段の選択肢を提
供する。

– 多様な利用者、地域特性の考慮。
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地域および移動困難の程度と地域および移動困難の程度と
公共交通との関係
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ﾏﾙﾁﾓｰﾀﾞﾙ、ｲﾝﾀｰﾓｰﾀﾞﾙの視点

ｲﾝﾀ ﾓ ﾀﾞﾙ 複数の交通手段を連携させる• ｲﾝﾀｰﾓｰﾀ ﾙ：複数の交通手段を連携させる。

– 異なる交通手段への乗り継ぎ時の物理的、時間異なる交通手段 の乗り継ぎ時の物理的、時間
的、運賃面、心理的な連続性の確保。

徒歩 自転車 自動車 ｺﾐ ﾆﾃｨﾊﾞｽ 路線ﾊﾞｽ– 徒歩、自転車、自動車、ｺﾐｭﾆﾃｨﾊ ｽ、路線ﾊ ｽ、
DRT、LRT、鉄道、ﾀｸｼｰ、STS・・・

– 幹線、支線、交通結節点・・・

7



Vélib’ in Paris Bysykkel in Oslo

nextbike in Leipzig Call a Bike in Frankfurtp g
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公共交通ﾈｯﾄﾜｰｸの評価

多様な評価主体 利用者 事業者 行政 社• 多様な評価主体：利用者、事業者、行政、社
会・・・

• 多様な評価指標：移動時間、費用、身体的
抵抗 心理的抵抗 外出活動 の参加可能抵抗、心理的抵抗、外出活動への参加可能
性・・・性

• 多様な移動ﾓｰﾄﾞの総合的な評価：乗車時間
乗車外時間（待ち時間 乗り換え時間）、乗車外時間（待ち時間、乗り換え時間）・・・

11



交通手段別の移動の負担感

等価時間係数• 等価時間係数

– 交通形態の違いによる負担感の違い

– 下表は鉄道着席での移動1分に対して、各交通形態で
の移動1分が何倍の負担を感じるかを表す。

鉄道
着席

鉄道
立席

徒歩 待ち 乗換
1回

ﾊﾞｽ
着席

ﾊﾞｽ
立席

自転
車

自動
車着席 立席 1回 着席 立席 車 車

通勤 1.00 1.44 2.35 1.02 9.80 2.05 2.79 2.37 1.15

高齢
者

1.00 1.99 3.73 2.62 20.05 1.44 3.04 － －
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都市圏におけるｱｸｾｼﾋﾞﾘﾃｨの計測と政策評価都市圏におけるｱｸｾｼﾋ ﾘﾃｨの計測と政策評価
～外出活動の可能性の判定～

自動車

バス

病院

13自宅自宅
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都市圏におけるｱｸｾｼﾋﾞﾘﾃｨの計測と政策評価都市圏におけるｱｸｾｼﾋ ﾘﾃｨの計測と政策評価
～対象都市と交通ﾈｯﾄﾜｰｸ、病院の立地～
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乗車ﾓｰﾄﾞ別活動行為者率
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仮想的環境に対する支払い意思額
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分析
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